
スペインの天才建築家アントニオ・ガウディが設計した「サグラダファミリア
教会」着工から130年以上の歳月を経た今、なお未完のまま工事が続いている。
そのガウディに想いを馳せ、ガウディ生誕100年の節目2026年完成予定のサグ
ラダ・ファミリア教会とバルセロナの街並みを、「天空のガウディ平和への道しる

べ」と表題し「平和・文化・自然」について竹を活用して表現したものです。
本来は18塔のサグラダ・ファミリア教会ですが

今作品は、平和への道しるべとして「1今作品は、平和への道しるべとして「19番目の塔」を制作。
その思いとは...混沌とした時代の中、改めて恒久平和を願い、世代間交流

を通して見つめ直すきっかけとなり、多くの方の心に届くように願いを込めて
います。未来の子どもたちに平和な地球を!

　　　　　　　　　　　　　　　　制作者：今村俊章

（休館：毎月最終月曜日）


